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ガバナンス社会環境事業活動を通じた取り組みCEOメッセージオリックスについて

オリックスのサステナビリティ
　創業時よりオリックスは、事業活動を通じて新しい価値を提供し、社会に貢献することを基本としてきました。
企業というのは利益を生むことが重要だと考えていますが、利益を生み出すことがすべてではありません。社
会に新しい価値を提供し、社会に必要とされる存在となることが重要であり、その結果として利益を生み出す
ことが企業の持続的な成長を可能にすると考えています。
　また、気候変動による⾃然環境の劇的な変化とそれらによる経済への影響、企業の社会的責任などの企業と
社会との関係性の変化など、変化を続ける経済や社会、地球環境の中で企業が存続していくためには、「サステ
ナビリティ（持続可能性）」を意識して経営に臨むことが企業活動の基本であると考えています。
　オリックスは、こうした考えのもと、経済・社会・環境の変化がもたらすチャンスとリスクを的確に捉え、社
会やステークホルダーとともにグローバル社会の経済的発展や持続的成⻑に寄与し、またそれらを考慮した企
業経営を⾏うことを⽬指しています。 国連グローバル・コンパクト参加について

オリックスは、2014年7月、国連グローバ
ル・コンパクトに参加しました。国連グロー
バル・コンパクトが提唱する｢人権｣｢労働｣	
｢環境｣｢腐敗防止｣の4分野・10原則を支持
し、各分野の活動に取り組んでいます。

国際規範の支持
オリックスは、以下の国際規範およびイニシアチブを支持し
ます。
●	国連グローバル・コンパクト
● 世界人権宣言
●	�労働における基本的原則および権利に関する国際労働機関
（ILO）宣言
●	環境と開発に関するリオ宣言
●	腐敗の防止に関する国際連合条約
●	気候関連財務情報開示タスクフォース（TCFD）

企業理念
オリックスは、たえず市
場の要請を先取りし、 
先進的・国際的な金融
サービス事業を通じて、 
新しい価値と環境の創
造を目指し、社会に貢
献してまいります。

経営方針
1.	�オリックスは、お客さまの多様な要
請に対し、たえず質の高いサービス
を提供し、強い信頼関係の確立を目
指します。

2.	�オリックスは、連結経営により、すべ
ての経営資源を結集し、経営基盤の
強化と持続的な成長を目指します。 

3.	�オリックスは、人材の育成と役職員
の自己研鑽による資質の向上を通
じ、働く喜びと誇りを共感できる風
土の醸成を目指します。 

4.	�オリックスは、この経営方針の実践
を通じて、中長期的な株主価値の増
大を目指します。

行動指針
Creativity

先進性と柔軟性を持って、た
えず創造力あふれる行動を
とろう。

Integration

お互いの英知と情報を結合
させ、人間的なふれあいを通
じて、グループ力を高めよう。
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サステナビリティレポート2021について

対象範囲
オリックス株式会社および国内外のグループ会社

対象期間
2021年3月期（2020年4月1日～2021年3月31日）
※一部に対象期間以前・以後の活動や情報も含まれています。

お問い合わせ先
オリックス株式会社  IR・サステナビリティ推進部
TEL : 03–3435–3121
URL : https://www.orix.co.jp/grp/contact/inquiry-jp.html

情報体系図（右表）
主な情報開示の体系
オリックスは、株主・投資家をはじめとする幅広いステークホルダー
の皆さまに、オリックスの持続的な成長を多面的にご理解いただく
ために、複数の媒体で情報を開示しています。

発行にあたって
オリックスでは、事業活動を通じて社会に貢献するという考えの
もと、社会の課題やニーズに積極的に取り組み、オリックスなら
ではの価値を提供しています。こうしたサステナビリティへの
取り組みを掲載した報告書「サステナビリティレポート」を2019
年より発行し、環境・社会・ガバナンスに関するさまざまな情報
を開示しています。
本年のレポートでは、2021年11月に見直した重要課題と新た
に設定した重要目標をご説明しています。気候変動への対応で

は、温室効果ガス（GHG）排出削減目標を設定し、気候関連財務
情報開示タスクフォース（TCFD）の提言に基づく情報の開示を
行っています。また、主なセグメントにおいて、事業活動を通じ
た社会課題への貢献に向けて掲げている方針や具体的な取り
組みをご報告しています。
本レポートを通じて、幅広いステークホルダーの皆さまに、持続
可能な社会の実現と持続可能な成長の実現を目指すオリック
スについて、より深くご理解いただきたいと考えています。

主な内容 年次報告書 最新の情報

非財務

グループサイト「サステナビリティ」

財 務

グループサイト「投資家情報」

サステナビリティレポート

有価証券報告書
／Form 20-F

統合報告書

https://www.orix.co.jp/grp/company/sustainability/sustainability_report/
https://www.orix.co.jp/grp/company/sustainability/
https://www.orix.co.jp/grp/company/ir/library/annual_report/index.html
https://www.orix.co.jp/grp/company/ir/
https://www.orix.co.jp/grp/company/ir/library/securities_report/index.html
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歴史

57 年
1964年に日本に“リース”という
新しい金融手法を導入して以来、
オリックスはさまざまな先進的な
サービスを提供しています。

グローバルネットワーク

31 カ国・地域
1971年の香港進出以来、海外
ネットワークを拡大しています。

グループ従業員数

33,153名
従業員13名でスタートしたオリッ
クスは、現在、世界各国で約3.3万
人が働く企業へと成長しました。

多角的な事業

10 セグメント展開
各事業が高い収益性と成長性を
兼ね備え、他のセグメントと商品・
サービスを相互に提供できる体
制を構築しています。

純利益

56 年連続黒字
創業翌年以降続く黒字は、オリッ
クスの提供する新しい価値への
評価だと考えています。

セグメント資産

約 11 兆円
成長のために資産を大きく伸ばす
のではなく、収益性の向上や財務
の健全性強化を重視しています。
また、外部環境の変化に合わせ
て、事業ポートフォリオを機動的
に変えています。

1964年に設立されたオリックスは、リースを起点に「金融」と「モノ」の専門性を高めながら、「隣へ、そのまた隣へ」と事業を拡大しています。

10セグメントの多岐にわたる事業を通じて、法人および個人のお客さま、また地域コミュニティや社会インフラに対し、多種多様な商品・サービス
を提供しています。

（数値は2021年3月末時点）

オリックスについて

セグメント 主な事業内容

法人営業・
メンテナンスリース

金融・各種手数料ビジネス、自動車および電子計測器・	
ＩＴ関連機器などのリースおよびレンタル、弥生

不動産 不動産開発・賃貸・管理、施設運営、	
不動産のアセットマネジメント

事業投資・
コンセッション

国内外のプライベートエクイティ投資、	
空港や下水処理場の運営

環境エネルギー
国内外の再生可能エネルギー、電力小売、	
省エネルギーサービス、ソーラーパネル・蓄電池販売、	
廃棄物処理

保険 医療保険や死亡保険などの生命保険

セグメント 主な事業内容

銀行・
クレジット

投資用不動産ローン、法人融資、信託業務、	
カードローン、他の金融機関が取り扱う無担保ローンの保証、
住宅ローン（フラット35）

輸送機器 航空機および船舶のリースやアセットマネジメントサービス

ORIX USA 米州における金融、投資、アセットマネジメント

ORIX Europe 欧州・米国を中心としたアセットマネジメント

アジア・豪州 アジア・豪州を中心とした金融や投資
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事業活動を通じて社会に貢献するという考えのもと、社会の課題やニーズに積極的に取り組み、オリックスならではの価値を提供しています。

地域との共創

社会を支える 
企業への投融資

●	�不動産　
　 ➡P.18
●	�コンセッション
　 ➡P.21

●	�事業投資
　 ➡P.21
●	�銀行　
　 ➡P.23

業界をリードする
サステナブル投資

●	�ORIX Europe　
　 ➡P.16

将来の安心を
支える

●	�銀行　
　 ➡P.23
●	�生命保険　
　 ➡P.24

中堅・中小企業
支援

安全運転・ 
交通事故の削減

●	�法人営業　
　 ➡P.22

●	�自動車
　 ➡P.20

環 境 社 会

再生可能
エネルギー

●	�環境エネルギー　
　 ➡P.17

環境性能の高い
オフィス・住宅

●	�不動産　
　 ➡P.18

環境負荷の
少ない輸送

環境負荷の高い
取り組みの縮小

●	�輸送機器
　 ➡P.19

●	�環境	
エネルギー　

　 ➡P.17
●	�アジア・豪州
　 ➡P.22

CO2排出の
少ない車両

●	�自動車　
　 ➡P.20

廃棄物の
再資源化

●	�環境エネルギー　
　 ➡P.17
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